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事業概要【 ６次産業化推進拠点施設運営組織組成事業】

申請者 茨城県常総市 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）

26,422千円
（9,922千円）

経費の類型
ソフト
事業 ✓

拠点整
備事業

インフラ
整備事業 事業分野 農林水産分野

目的・効果
•農業を活かしたまちづくりである「アグリサイエンスバレー事業」の取組の地域農業・地域経済への波及を図る
• 「6次産業化推進拠点施設」の運営による消費者ニーズのある農産物の加工及び加工品等の開発の実働
•上記施設の運営機能を含め、地域商社機能を有する組織による公益性と収益性を兼ねそろえた事業展開を目指す

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

【ソフト事業経費】
〇運営組織組成に向けた調査・分析（委託料1,573千円）
・地域の現状分析
〇運営組織設立に向けた検討等（委託料8,349千円）
①経営方針の明確化、経営戦略、アクションプランの設定
・地域の強みを活かし、需要を踏まえた顧客ターゲットの設定
・事業設計、経営方針、経営戦略、実施内容を明確化した
アクションプランの策定
・ふるさと納税事業への参入や道の駅関連事業との関連整理
②組織体制の整理
・地元事業者、経済団体（商工会等）、アグリサイエンスバレー
事業関連企業（道の駅等）との連携協議
・協議結果を踏まえた構成員の検討や出資に関する協議、
各種課題整理（リスク、法令、出資比率等の各整理）

地域の多様な
主体の参画

①地域農商工業者：集荷・出荷・商品開発・販路等、多角的な事業
連携を検討する。
②茨城県：他市町村との事業連携に係るマッチング、県としてのPR 等、
市の範疇を超えたレベルでの事業連携について支援・助言を頂く。
③東京農業大学：地域農業活性化につながる取組への助言を頂く。
④じょうそう観光地域づくりLabo受講生等：事業者の持ち味や将来展
望を把握し、事業連携や6次産業組織組成への参画を協議・検討する。

KPI
※カッコ内の数値は最
終事業年度までの
「KPI増加分の累計」

の目標値

①地域における農水産出荷額（＋1億2千万円）
②運営組織の構成又は事業において連携する事業
者数（＋8者）
③運営組織等において開発又は製造された商品数
（＋6件）
④運営組織の市ふるさと納税事業に占めるシェア
（＋5％）

生産・加工・流通・販売の産業団地
「アグリサイエンスバレー常総」


